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長 岡市の工業につ いて

オ公 井 英子

（／）序

敦危， 日本の工 業にみウれる大きな夜化 lょ，従末のダ大工業地帯以外にも

餡典 工茶地滸が主まれつ>あるこ 'C.'G '翠エ莱中 /ts‘ でIJ:なく，琶化学工葉か-

中 1心℃はつて 芝たことである。北陸地方は ，衷 13本の積蛍単iモ池帝乙して，

近代エ来の 面で は 後進的でわったが今日 では ，翌茎（念牒ほ労 イガカと電力 と

を大き は地埜として創爽エ某地帯を形成しつヽある。史方工業化については

深い開 I~ を杷いていたが＇ての 実柊の躙登地点〇こして ，蹴後平野南部の一中

心である艮 岡市を送んだ≫こ＞ 1：： :lし控のエ紫の一殴'1生とともに艮岡 flI..策の

的 殊 性 と充え ，ユら 1：： エ莱の江地条件を 一 段と捉下げて考えてみたい、乙思ぅ．

（え） 日本の工業 における釘落果の工業の地位

昭和初耳の以侮，所戸季県 のエ束の発 連を促した 芍 力な勁澱として次の完点

が 挙げ られる。

I、 昭和ら耳 ..I::... 泣緑の開遥 1之よっ -c . 中取‘•下就‘地区が問宗ピ宮吃これた，

丸 苺対手夜以 後 ， 置癌工業の唱大 ＼：：イ半つて大工喝が地方 1：：遮出しt：： ．

3. 北群·磁料と日本 を結ヽ9 日本迄｝レートの填だ、約写牙きを柏つ優位住~．

H-. 工業助力としての電力南要が落大し，登富はが、力竜源を芍する点に埴

自ミれた。

こうレ こ蒻『い中は蛍慾工業を中 1心に活しい発辰とみた。敗毀による打岳（

二 ~I 'こ狛記 z , 3の条件表矢）は大きか ったが． ビの後立菰 I) つ..:,,ある．

全 固 各呉と比較し ，祈写共の工業全般を達じての茂／、の巧色は， JIヽ 規棋怨

営が多いことである ・ しかし．イし学工素には一部大逆瞑径営が忠められG.

昭和 9 耳と 25 年どを比鼓すると ， ~r 写果が全国中に占めると季 1よ，認数 1 こ

お lIて，エ哨数こ． I/7 ％から 4.35シ●／従菜ンを／‘ •7S 1/.から cJ.I, s :;;.生産叛

／．；；5 %から I、77グ。と増加していろい業柱別をは特に金展工栄の壇力日）j..ぷ

しいいよ＄竿の果涼＼喩 f立-c・Iさ ，従業老”ク人以、J:...のエ屯で ．tも放につき， エ！防

数 8征 ，従業店数／ 0位，主産 ．筏／ 61江ぐある。棄店噂Il瑶咸、ふりみ Q'C.' 準

ー工業型ではなく ，化学 、全届 、挽肢・紡微与乞主乙する吸合エ某翌を示し

て＼ Iる。

-21-



(3) 距濡県の工業におげる長岡市9の工業 の地位

長 岡ば、新渇・柏遼 ・宣 江凜とともに所潟県の重化学工業地区の Iつであ

る．昭和 3'I;必年のエ衆促索庖堵如 d)状 慈 をみ 6)~ I ふ且年の県平均堵数心乳

長国は 31/-ol.で， ある．よたよ5年の従業危 II、当生産頷lょ，県平均 37.／万田，長

岡Iさ 3/,3万円である．前悉 lよ軟災の彩皆 ，俊厄 IJ・小 工装ゃ蛭工茉力＼｀比技的多

数の ため．いずれも 呆 平均 d:: I)は低い燻を示レて い る 。県のエ祗中 l：：有力な

地位 を占める業珪 1よ，，捻拭致造葉，紙及び瞑）双繹苺業・専用瑕械怠呉穀造

業・衣眼及び身廻品投造案 ・t-の｛也の桜造業で． ,tれせ"kエ喝認・従業足荻・

生産額、の各頑目につき県の I5~30Zを占める 。

（み） 長岡市の工 業の発展及び焚怠

／．畏岡市 n荘革

辰闘市 1よ ，しど版：野武 (,7万 4午石 ）の城‘ 下町であつたぶ，雄新の際＇苔箪

に4えし て放火に逗い非常に表欧した． り月活 20年頃よリ附近の石市が問癸され

鉄道が発達し ，信濃川流戌衷村の商業的 中 心地 乙ヽしこ 盛んにはリ ， 哨冶 3S年

ダ月 1：：市祖llが 施 行これた。また石油廊拙 に件つて咲った鉄工衆を主斧として

谷程工業が発直 し ．漱時中 1よ符 1ご膨9長した．昭和み0年 g月 1日に ，報災を扱

つて市街の大半を焼失レたが ＇ せの尼造硲計画を中 l~I'.'... レ市民の協力 を斜て．

商工菜邦市として俊咲しつ>ある 鋤近年は 国辺の町村を合併して市成を拡張

レてい る・

ょ ，エ葉の勅 爽とその発辰

問冶 ol.0年 浪、より ，栗山油田（長岡市街 地 の乗方約 g粁）が開発ミれ，唄湖・
コくか,.

採堀 の呼誼 1こィ牛つて）石油磐井概 拭`・油送菅等 の裂造乾理と行う鉄工業が統

々と剪った． 0月j包3ぬ年，倍環／l|水、そを発現痕ど-しこ中眈地区 1：：蓮刀を供給す

る北趣` フI<.カ竜臣択式会社が汲且され，余渤1返力で化学工薬工虎と長岡市に建

設経営した。明冶如0年 ．北趙 骰`紙株式 第 ／ 図 長 岡 市 工 宗 主 毛 頒

会社 が設江され，附近漿村よ l)丹湮を

利して頁付け た架料稲 黒か ら寅板砥を

骰迄した．

文正に入って束山油田が衰えること

む1て ，鉄工業 1ま危搬に渡するが，棠菜

(j)努力により． ＇石油学業から紐江でさ

るよう にな つた。℃．レてこれよリ殺ょ
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免一次世界大没‘へ‘満叫手笈と洲時経済＼：：助 ,rられつゞ存続レ て さた の である。

こ(f)闊の 工業生産祖iの堵加ば弟 I図 に みられる運lリでぁる゜

撼、`祝‘朕作 所長岡工渇 ’^設立され、／3年に長岡念考工菜＇学校が開校された。 IS

年にはエ 喝 地区等を設定した郡市計西が認 可された．

工 焦 揖成 の 夜他 1ょ ，

体乙 なつ てきた．

第る 図， 表岡市ゴ食生径頒業程名ll椙成比

大正．9年に大阪

昭和に入ってからの

名
，‘,
。
ー

昭和年

3 

IO 

17 

21 

24 

26 

紫径別

3, 

団）

こと，

第之団に もみられるよう I-:,次第に徴級‘及化字工業が主

この大正 ＾ g呂和初期を迫じて ノ地元の多くの珠拭怠呉エ菜

経営の成を脱することがでさす4 、

食紡金抵＇ 化窯，殿木印裂ガ豆ゼ
料 衷 17l

品戯忍碩 学`業材も沼1本魂 9也

戦後のエ 素 の現状

昭和み0年 1：：嗽災 を受 lナたが ，

大乏な役割をつと めて (I'b)こ、('.,

郁会か う逗出 ut：大資本工虎と下頭

閑｛系を 結 び ， 今 日 み ら れ る主産埠力只

の表也ーが彩成された．

市 政 の 更点ぷ r工業立訂」乙決 定 ミ

積極的は活劾が開始：：：れ た 。交れ1..'

直 の，i更．

形 ・

用？lくの利 ・唸、平かつ広い光

買収価格の/~廉等の兜池よリ，

所・比邦かす ヱ 潟地 区乙さ ;I-{'

の 区画埜理が行 わnt:。

ウの咤流 に系し一

と汲江ミ れ た．

を杵合する環牧も多く みら れ ！そ 。

長囮市のエ槃従菜乏

数は IふJOO人 を数え 、 Ig~/9年 1こ一

昭和 I7 年 1 -::. I~,

つ の渓点、に涅． し t2~みられる。

せd)後 力叙 ll復輿ぶり をみせて いる 。

.). b年のエ虎孜 6？ダ， 従鋲乏致？ ？オ4人

昭和／0'.j...に

大

経｝ 50万呼

こ~ Iこ拍 か

大小 のエ滉が絞々

また大工滉が小エ砺

（第 3

主庖．鬼／よ約 夕¢.7億 円 て``あリ．

懐成 ・裂誤 ・化 学工衆で生径訊の 約 70兄を占める．朝器救るし以後 の特 品 の

消長は，溌械瑶呉工業を主体とする艮岡布 の エ沫 1こ敏京に喝ぃている，忍8年

6月1て，市中投大のエ開である呻上賎乍所が不渡手形を発行 ．し．

/dow、上の下謡小工喝を有する忍、から も隅頭は深会IIさ ある．

ょ ao人以上 U •If)/i邑芍工を附近喪対から雇ぅ

その紋耳建

の途J::.にあ る が，

北越随化 が涯力の翌苗ほ時雌 1：：．

近年土程．、の増加しているマッチヤ既般股般造に ．

は注 目 すべ さであっぅ

また長岡市で 1よ ． ょ 6 年 1：：：エ瘍既致条 ~l を設定し

女子の （氏賃金労仇ぷ

，大工弔我致に男める一方

中9}＼企業の癸辰 fZも更、を用いて地元賀本力の屯’殺を 1よかっている 。
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工業生産の実績を，但11面刀＼

ら志、実 l：：示 す指楳どして、

竜力消責翌と僕物諭迭卜 ノ`

数とを兌 4図及兒 5団にあ

らわし「2 ，第 4団に 1よ，艮

岡市へ主として送喝する上

条 ．頒原 ・教神三発蓬所の

出力辰大の教神発竜所中 ，

の7ケ耳平均月別発竜愛を

太玖を記入し，勧力をすべ

て水力嘔気1：： ・依存する各エ

勃の私力逍衰尖頷カー フ`‘ピ

対照ミせた J また，

ぱ穀吊とみてよい。

(5) 

第5)国

工場地区 ）：：近い北長

岡駅扱の貨功 /j_I I志とんど

か＇エ漿 1こ随｛系ある應材料或

では

畏岡市のエ娘立地

級ィ牛

立 地朱件の戻助

工業 の立地条件は次弟 l2

I 、

夜 化している。鉄工業は， 初の東山油 田 乙結びついて膝んになつたぷ，産迫

が衰えた時にせの有用］ な条件を失った。鉄の歴地求は埃械の箭要地のいずれ

た ゞ工魂抱波乙 熟誅工の技術のみが歿されたのであった a 北逝裂祗、 、
ツ ）ゴ

1ノ這 ＜

は ，原料薬 1こ第／に着目 した立地 であったが＇

化 ！J; I 

｝レ フ・ であリ ，系も ，薬工呂製造 の 唯laに伴 って価格ぷ 脱 翌している．

登富悠廃な余噴11曖力の利用 乞背乗 として刹紫したが，戦吋からの蒐力

，今日では殊抵原料の主体 1よパ

北超嘔

拭箭1/I：：： よって，か /j_I)の 制 約 を 受 (lている 0

既存のエ滉乞班 符 レ，

しかし現在の立地条件がすべて

合 理 的 とはいえ tよくと も， さらに発展さ也た し、と いう

康望は， 渓本家も 労 切 忌 も と もに一致 する ところをあリ， 二の方向にほっ て

窃力が媒中されこいる．

ぇ ，用 地 の設定 と用水

戦災後の郡市計画におい z:'f足禾 If)宅地の Joグo

-24-
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褪にあてたことは 1 工場同

連の 確保にも大 さは因 蔑を

与入 r2.しかレ．都市の平

面的発展＼こやトう近：接衰地の

漢廃は必 悠的なものであり，

耳闇約 4 町 歩の衰 地戎少と

匁 て い る 。こ のた め、畏岡

布付直の 中流衷家 田咆 所径

面環 Iょ，平 均／町 ぇ反から．

9.＄及位」：戚少している心

零 細 戻家 IJ-次第に藍業レて I

賃金労切名となつてゆく繰

向に ある。エ燭用 地 と し て

収吊ごれる土地の 1nii格 1よ ，

a含年少月に坪苦蒙忌 ‘700円

ヘ『蚤低よ＄0円である

虎 lv(ば ，

。ま た ＇

宅 地は坪当約 I1500 円℃~)

住宅理のため地価 l.t.J:...芥の

一 逸 を辿 つこいる。土氾を

衷 涼 I:¥'.'..つ ては一

吋金の収入が得ら れるので

あるぷ，単に金毀 上`の親点

からのみは処理で きない ，

一方 I 会社、エ渤復lJも ，賓

.l::..噴用 とほゞ同尊の曖立整

地質を要するこ‘くなどから．

如厨：エ渤設立をみるまで

は莉 点が多 い・

大河1言涙）11

を 控えていなから 大丈夫，

と柴蜆されこいたようであ

用オくの点は ，

る。 しかし，

長岡市人口は約 7,8万人 ，

（中 ／さ知I<可能而 街地約

み 7年ク目の

0
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會

45万人）こ 礼に対 U市の水遁捻9k胆1JIさ1日約／巧トンピ過ざはい d 布丸

邦0大工喝をは ． Iエ活を 1 日／万トン使 用＇する処もあリ， 牧 §I：：井戸を抵

るか 或lさ惜漂 ）IIか ら椙水レている↓使用水型の多くない楼硲工湯では水速 1：：

頭っているが 、エ溌敷か、多 く，水圧不足1こ氾んでいる現．1犬であな J エ索売遵

をはかるに 1よ肉却ミれて いた 傾匂のある給水施設 の埴痘が急務で あ ろう．

3,殿習

r哩の表岡 J'L しこ祠名 な土地疋｀ は あるが，旗習 1よ工菜の発運を入さく田

む ものであろうか。ダヶ月に わ たる顔竺賄間の平均隅菩竺1よ夕、17仇，平均派

晋翌 lei:/. I !;閏であ 7.1 .近年 1よ窪唾科学の発遅乙ー殴経者力の発実 t..Iこよって

除哩 ，防 晋 の 庖汲が逍歩史偏し ．冬餌の積香を免販して工業主産を行 うこと

ぱ可貶とみられる • 昭和 ／ク ～ I4生頃、、エ 莞 ぶ 最大に膨脹レた時のここと房戊、

してみよう 。荘直 1よ ，生座に直接影箸 する乙いうより 、C しろ間接1て，週カ

幸情を涼 じ C の彩 科 の万かー大であろう。しかレ、もし各地の校朽的条件 ・社 1 
会的粂件ぷ悪度に一楳とな U•t ば 、 や Iょ！）積吾乙いづ自然の力が不利な条件℃
なる こ乙も巧えられる の である。

1./..竜力

は じめに 新渦 弟の喧・カ華屯を一営す :g'C,竜派県乙 レて全固 的に 優 位を占

め ．昭和よ3年が手問発硬翌ば以91億 kWH，そのる。％を 知 卜に送竜 している．

ミ らに 末開発 の阿 貿野）11水系 、三面）I¥'豆11し，蛭）1＼寄の苗 ・をは大環味地南を

恒するーすでに 、束漑原・中頸威 ．面頷威の各郎を f1，龍深開発に伴 っ て大

視揆な 化学 工易 が設立ミ れ ／梁営・辛業として行 m}はいる三面）1＼閥発によつ

て下哉地区 のエ茉｛しも姐侍ミれる。艮固市のエ渤ぷ ．エ素用勁力をすべて水

力電窃 lて依存している こ どは走 I之も血•?· たが，避力会社の紐占的歪営 1 ：：丹｀ レ

澄ぃ 北誼の戸があり ，火力油整扱イ柏を持たないの(: I 洒水 郎 をい かビ切抜 Iす

ゐかも也みの一つさある J 只見）1|水系姓 1 年問 ‘7ダ億 kw卜l(/)亮蓮が可能とい

われ ，せの 関癸に当 つ ては ，径懇保，乗必電力の主張する本流栗・乙 ，船葛梁

の主張する分流英とが対立 U紡糾を碗 ITTご、ことは今なわ‘ど人の 記憶 1：：約しい

こ と.であろう。新喝屎への分流を認のる攻村索 Iて，みグ年直一応洛瑳という

形にはつたが ， 開癸の今復 1 こは「ょ iる、多 くの問翠jぷ秀これている• 會そしてこの

只 見川肉発地琢 に 最む・近い位世にある投囮 市が，開発の格来 1ご火さは第胆寺を

かけてい るの 1よ辛実であるが ，r只兇）11．大発辺所完威-辰面の薄力幸懐守虹

....Iとはなり得厄 ぃことも市民 lょよく忍加し（いる，

翌甚厄量と（也地或に比レ安砥な啜力料金とい う妓、から ，単叫：： r有利は江

地条件 .J と 片ィキt了てははらはい宇悟．が存在サるの であ る 、新設尭愛棺にお け
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互発＇竜 コストが苺 し¥こ 'C..か ら 蓬 力 料 企 の 喧..t.がとの涅度に決定ミれるかも 注

目すべき ここをある。

5, 4:it灌と市勃

忍岡市の工業は，その原 ・ 材料（石戌・コークス・石灰石・砿石 ・ハ＂ ）レフ °•

綿糸 ・銃錮欽 ．微械等）のすべてを他地城よリ 貧入れて い ?,i, この喝合 ，陸

上交 遜(鉄畑戻固助亜 )の 要町-:.1Jt.苫を占わているとはぃクl,;呑に面する港

を 埒たはいことが非 常 1-: 不用）な点であ :0. 信潔）川の丼運 Iよ，迫.1~ 工業に関与

するほ乙 の`ものでは「J.< I 咤 ..t.交通の発逗 、河床の上界のために全．＜衰微レ

こいる ＇ 日本 の工業 1さ 、l岳海屯に発、役する 性項を祠つてお 1) ．宮山・山口 ．． 

歿汲・千葉等新炎工業地皮 !l)多<..ヵぐ 」優秀尽疱；芍施政を採 Uて拾顎しつ＞あ

るこ とをみる吟， 長 固 で は 非 喘 ；毎位 をが欠点とレて痛叙ミれるのさある。

毀毛の 販路ょ I)みる と ・マッチ・既製眼裂 造 等 の 胆工業）よ、莱北，北 ；毎迫北

方を大竺な得意先 ~v て伸び ている．これに 1 ;t. 、市 並に商工会咲所の巧力に

よっ C,以年よ I)毎年 1回北海逗 で開 かれ ている 畏岡市南工業の展示会が大

いに責献 しこいると考えられる 。 だが， 艮1岡市のエ菜の主硲をなす椴城怒呉

工業 に お い z:.~ I 裂品の固内懲要1よ茉京・・大阪 ・名さ屋方面 Cのり 、、現地の

回衆毛と競合す9 1-::は 、蛤送距離が火なたの若しく不泊jとなつて いる．一岐

1ご， 固内布場 1よ頭打ら 状怨で あリ．業老は クト回毀易，こ とに中 共 災滉の 裂J匂

を注鹿 している 。中 共 箕 易 と い つ -C.も，かっ て日本の殺 吊か、中 国 ・京 角アジ

ァピ進出し、た咤代とは全く橋究 か勺異 なっ ている 「之め， >c_-ti（か1艮岡 i)エ槃 iこ府

冤約禿展を 切たら すなど` t甘ぃ危え 1よ抱いて いは I1 ~が 、 市渤打l咀へ の 希望は

窓烈 なも のか＾• あっ．今はとさされていつか~ I 苦日の「日本西ル ート J Iよ， 5ド

送にとさされ た ものであわうか，そ の位湮からして ，一媒の堅みを捻て滓い

のは当然と考えられる。

6． 負本と労 イカカ

乗山油 1:!3 閲発当初の箆会社は地元孤本によるものも 多 く ， 北範恩紙• :l．四趙

電化号眼も年('<I：： $.II紫 の歴史ある エ喝は，地元嗚力老 の 設立によるものであ

る・レかし 、大正以降今日まで 中 1心産衆をなす捻放惑呉工衰 1ておいて iよ、

せ の主体は大部ポ~ I)迫 出 し た 新 沢 蛋 本 Cあつ た。 在釆 の業危は ，大複本の

下譲茉危 となるこ 、くlてよっ（、寄生 的な ，零郷 C‘ はあるが妥泡ほ這 f：：：：ついた

のである•この点／三条市 におげる・金屈妙、 呂袈睾栄ピ ， 租立）lヽ現慄杢営が多

いのと沼対衷をなレている 。 商菜ー 問歴 選本がエ 菜面への迫 出として注目

されふ 砂` Iこ 1 近年否しく盛んと な つだ 既取服毀造業がある。 素急 Iさ古くか

ら の洋眼悶屋ーで•ある名 が多く，個人瑚店か シ返次合 召会社，旅夫‘会社 へと発
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辰レて いる b 地 元 漢本力の遁浚を めざ レ` 市 の 中）l¥‘企業対束も ）戒傭司紐合共

回施設汲哩助成・兒本武イ乍装相助金 文付．設煽戦械貸与 制 度 幸業嗅金耽 貧

寿積極的に行われようとしている 。労4カカ の固 では． r威復の 出 稼 」 どし て

苔から酒名な労イカカ供給源地帯であり，今日 も形こ そ遥 っ て も） 秀抹 的 出 稼

ゃ京咲工葉地帯への人口流出が益んに行 なわれて いる＂頚 'r渇呆は食 料 翌 宮 な

ため，消喋老物釦届敬 1よ、京茉 ／00に対し含ダ であ り， 全国でも指数の（念い

地戒に風す -9• 各エ菜 I;:): こ＞に着目して進出してくる のであ ;g . しか レ ，低

妥全は ，単に食料 と はじ め消愛老 物 価が （尽廉である ‘乙l,Iうこ乙が 原因で 1よむ

く， 生産塙屈の如何によって打出ごれてくるもの乙思われ ゐ。 即ら ，捻‘械 啓

艮工場が多くの下 禁エ渤を刷用すること．，紡攘 工賜か’せ工 奇底 含 制度を採用

するこ~,化．宇工滉か万星力の翌窟辻に 時朗 1-::: のみ II畠肉工 乞雇面 す るニ t:: ・'等 に

よって低賃金が保祠ミれるのだと汚えられる。 なお梨人の 気質乙 lノて、粕 リ

強 さ ・徴恙さ等があ げ ら れ る が ， そ れ が ど れ 1まと 工`業主を1ごフ？ラ アヽする力 で

ぁ る か 1よ，末だ壁的に明らかではない。

(6) 結諾

以 上長岡笥の工衆について述べたこ℃を 要 ◎ す ,Q'c'.:. '次の並 l) である ．

I、 艮岡序 の工業は乗山迎田の閲死に伴 っこ洪 つた 鉄工業か旦立 tci:り ，戦

門怨和：：助 け られて ・癸辰した し 今巳 をは J 徴械‘ •投低・化学，紡識‘ の 少数

の大工筋と共に 、多数のかエ党が存江するとい う形態、をとつて北控餡火工

葉 地希の一蹂 を担つていゐ 。

み， 立．也条，、牛の放勤ビいう観，点かシ検 討を加え ／痕哩・非淫海位器・市喝

の狭唖 ，員 本 の玄蒻考が不和ILみ ら れる点もあ る が／今日さ姓 ，篭力と労

幼 力が翌高を安く 得 ら れ る 、とい う こと に よって他の す べ‘ て の茶件がカパー

ミれているこ と を祖］った。

J I 、地冗の人々のエ槃振火に対する国しヽさはおど‘ろくほ乙‘の ものが加')、

これ があ 孜塔 ・遇本咲たちの意図 と結びついて ）どのよるな工茉の癸展か‘

もたらこれるか，注目す べさ闊 速と 思われ念。 (I9 5#, 9. /4) 

参危文畝

(!)涵工旭工朽芍：本邦地方工衆イぃ〇環吠乙 地方 工業化の現辛 ． I937 

双）土井釜久ー： 。日本の工業人口分布，地理評 1/4, （Jf38) CJ Iざ～クダ＆

l3))I)西正班；工業立叱玲， I'Jダ／

(4)小川微蝠：日本定理粕大系 ．虎る悲 ，可出 雹虎 I ?$g 

6)佐巌払嗚．．日本地理妍大茶， "'14危 刃 エ名杓 J1sょ

(6)米尼稔・，現策を菩佃］とする、で毛宮位翌と漿慈の所＇紅林戸大学を洛蚤呂研 充所， ／幻`ょ

(7)丸田急太郎縞:長岡市史 ，投岡而役所． 19 J I 

-28~ 


